
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

P11 P12

エ チ オ ニ ン傷害肝マ イク ロ ゾ…ム 分画に

対する脂燹酵素消化法の応用
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　 エ チオ ニ ン投与メ ス ラ ッ ト肝細胞で 、

小胞体系に お ける リポ プ ロ テ ン生成分泌
が隙害され 、 経時的に肝内に 中性脂肪が

増えて脂肪肝に な る とされ て い る。 この

脂肪肝初期過程を観察するた め 、 従二来、
エ チ オ ユ ン投与後 6時間まで の50μ扉砌
片に リパ ーゼ消化を施 して 、 反応産物か
ら中性脂肪の島在を電顕的に観察 して き
た

。 今回、終夜絶食メ ス ラ ッ トに エ チ オ
ニ ン 1g／kgを腹腔内に投与 し、 その後 6
時間まで の 肝組織を0．25M蔗糖溶液で ホ

モ ゲナ イズ 、 つ い で超遠心 して マ イク ロ

ゾーム 分画を採取 し、 これを再度 4万圓
転で 超遠心 した後のペ レ ッ トを knrnov　tt

sky 液で 2時鬮 定、 ビブ ラ トー
ム で50

μ切片 と し、 リ7X
°
　・一ゼまた はホ ス ホ リパ

ーゼに よる酵素消化法を試み て 、 組織切
片 の もの と比較 した。 この手技で は 、 肝
組織内で まだ少量の 4胞体内微小脂肪顆
粒が濃縮されて 反応陽｝生顆粒を電顕的に

観察し易くなり、 また基質と酵素の 接触
も容易とな っ て 反応確度 も高 く、 半定量
的判定も可能となる 。 観察結果を要す る
に

、 経過と ともに 、 小胞体内微小脂肪顆
粒が増え 、 と くに リパ ーゼ消化法強陽娃
の もの が増える 。 しか し、 ホ ス ホ リパ …

ゼ Az ない しC 消化法弱陽性 の み の もの

は 、 対照と比 べ て もほ とん ど変動しない
。

研究 目的 ：胎盤 に 存在す る 酵素の うち 、Alkaline

phosphatase （以下 ALP ）は、胎児胎盤 系機 能

検査 と し て 臨床的 に汎用 さ れ て い る 。 又
、

5

− 　Nueleotidase（以下 5N ）1：現在、原形質膜

の 指標酵素 と し て 広 く用 い られ て い る が、 ヒ

ト胎盤 に お げ る 5N の 局在 に つ い て の 、電顕

酵素組織化学的検討は ほ と ん ど行な わ れ て い

な い
。 今 回、我 々 は ヒ ト胎盤 に お け るphos −

phataseの うち
、
　ALP と 5N に っ き 、 そ の活

性を組織化学的 に 検出 し、超微形態学的局在

を 明らか に し た の で報告す る。

材料 と方法 ： 合併症 が な く胎児胎盤機 能異 常

も認 め られ な い 満期産分娩例胎盤を L5 〜30

％グ ル タ ル ァ ル デ ヒ ドに て 30 分〜 2 時 間固定

し、O．1　M カ コ ジル 酸緩衝液に て
一

夜洗浄後、

凍結 ミ ク ロ トーム に よ り40μ 切片作成 。 ALP

の 検 出 に は ク ェ ン 酸鉛法、　 5N の 検 出 に は

W 帥 h8七ein 　and 　Meise1法（1957）の 演者らの 変

法を用 い た
。 以下通 法 に従 い 、エ タ ノー ル 脱水 、

プ

ロ ピレ ンオ キ シ ドを 経 て クエ トル 812 包埋 Lへ 薄賑

ウラン ・鉛の電予染色を施 し、観察 し た 。

結果 ：ALP は合胞体細胞 の microVilli と基底側

細胞膜、こ と に basal　 infokh  sに 強い 活性 を

認職 La   han8細抱a細胞膜 にも中等度の 活性 を

認 め たbsN は
、合胞体綴 冠の mic 姻 11iに 活性を認

め た
。
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